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　１９９７年に「タニアキコ記念基金が北海道の伝道のた

めに捧げられる」、というニュースが掲載されました。し

かし、それ以来この件についての情報はありませんでした。

ハワイ・オリベット教会の渡辺牧人牧師に調査を依頼した

ものの、情報がないままに最近に至りました。ところが思

いがけず昨年末、宣教団から北海道連合の受け皿の確認の

メールがあり、今年の１月、ついに宣教団、日本バプテス

ト連盟経由で約２６０万円の基金が北海道連合に送金され

てきました。

　「タニアキコ記念基金」とは、千歳基地の米軍の軍人の

ご家族がアメリカに帰国した後に「北海道の伝道に役立て

てほしい」と信託してくださったものです。連合ニュース

６２号（１９９７年）から要約すると、

「ハワイ在住のシルバーソン大佐夫妻が北海道伝道に役立てる

「タニアキコ記念基金」を創立されました。ご夫妻の死後、信

託基金が毎年北海道連合に配分されます。ご夫妻はこの地区に

於ける伝道に大きな重荷を感じておられます。この基金はきっ

と豊かに祝福されて用いられるものと信じます。」

　　　　　　ディビッドMコールマン、マークエドランド

　北海道連合の年間協力伝道献金額を上回るこの献金とそ

の背景にあるご夫妻の意思を私達はどのように受け止めた

らいいでしょうか？私は連合に大きなチャレンジが与えら

れたのではないかと思っています。

　振り返ってみると、１９５２年から１０年ほどの間に連

盟主導で９つの教会が設立され、１９７１年から２０年ほ

どは連合開拓伝道として４つの教会が生み出されました。

しかし１９９０年前後に函館美原とオープンドアが伝道を
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巻頭言
 北海道バプテスト連合　会長　西島啓喜 (帯広教会 )

開始したのを最後に、四半世紀北海道の開拓伝道の動きが

途絶えています。この背景には、各教会の体力が落ちてき

たことや、一時期、約半数の教会が無牧師になって、なか

なか外に目を向ける余裕がなくなっていた、という現状が

あるのではないでしょうか。

　しかし、そのような状況でも、札幌教会で新規開拓伝道

の話し合いがなされたり、北見で集会が持たれたり、苫小

牧でもビジョンが語られたりと開拓伝道の模索が始まって

います。私はこの「タニアキコ記念基金」により「いつま

でグズグズしているのだ」、と神様から叱咤激励されてい

るように感じます。役員会では、新年度「北海道のこれか

らの伝道を考える宣教会議（仮称）」を開催することを検

討しています。今から良き示しが与えられるようお祈りを

お願い致します。

　「その響きは全地にあまねく、その言葉は世界の果てに

まで及ぶ。」（詩１９：４）

ビッグなプレゼント　～ AKIKO 基金贈られる～

●大変お世話になりました

室蘭教会牧師　齋藤　隆

　この３月２日の主日礼拝・主の晩餐式執行のご奉仕を

もって室蘭教会牧師を辞任

します。室蘭教会にご奉仕

して満８年になります。体

力の衰え、手足のしびれな

どにより、冬の雪かき・夏

場の草取りなどが困難、寒

さが強く身に応えるになっ

たことが主な理由です。教
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　今年１月に伝道プログラム支援金を連盟からいただきま

した。

　現在の教会堂が建てられて１８年が経ちます。外装の傷

みが目立ってきました。特に教会玄関壁は少しのひび割れ

にもしみ込んだ水滴が凍り、内側から塗装壁を押し広げる

ことを繰り返します。玄関は道路・歩道を通る方々から目

立つところの傷みとしてとても気になっていました。

　塗装工事のために、連合の西島会長、地区宣教主事の田

代先生から、丁寧な支援要請書を作成していただきました。

そして今回、連盟から３０万円の支援を受けることができ

●北海道連合の諸教会に心より感謝！

　今年も１月７日（火）～９日（木）まで、十勝川温泉第

一ホテルで「北海道バプテスト連合教役者家族退修会」を

もつことができました。１１教会から４３名の参加があり、

特に今年度新たに仲間として加わって下さった小樽教会の

岩波牧師ご夫妻と平岡ジョイフル・チャペルの日高牧師ご

夫妻と共に、この集いを過ごすことができたことを、とて

も嬉しく感じています。岩波牧師がご挨拶の中で「こんな

いい交わりを持っている連

合は、他にないんじゃない

だろうか」としみじみと

語って下さった言葉が、ま

さにそこに集った私たち一

同の気持ちを代弁するよう

会の方々にご迷惑をかけることはできません。目標牧会期

間を１０年、少なくともあと２年と思い、祈ってきました

が、続行困難になりました。１月、６５歳の誕生日を迎え

ました。室蘭市役所老齢福祉課から「お年玉」を頂きまし

た。それは「介護保険被保険者証」でした。手にしたとき、

嬉しいような淋しいような感想を持ちました。確実に体が

老人に向かっていますことを知らされました。

　道内の教会の皆様にもお詫びします。副会長としての連

合の役員を仰せつかりながら、その役目を果たすことがで

きないまま中途で辞することになります。

●「伝道プログラム支援」をいただきました

ました。今、装いも新たに、教会の正面外壁の純白と窓枠

色コーヒーブラウンとが鮮やかなコントラストを映し出し

ています。落ち着いた室蘭教会の雰囲気を醸し出していま

す。

　連盟そして連合にも、心も新たに喜んで協力伝道献金を

捧げていきたいですね。助け助けられる関わりを持ちなが

ら伝道の業に励む幸いをかみしめています。

　イエス・キリストを主と信じる信仰によって「神の子」

とされている私たちであることの幸いをかみしめています

(ガラテヤ３章２６節 )。感謝。

　        ( ２月２４日　記す　室蘭教会　齋藤　隆 )

な言葉でした。連

合に連なる教会の

皆さんの祈りと献

げものによって、

私たち教役者家族

はこのような時間

を毎年過ごさせて

頂いていることに、今年も改めて心より感謝をしました。

　退修会の中では、教役者たち以上に、その配偶者同士

の交わりが大切にされています。普段はなかなか集まっ

てやり取りすることのない配偶者にとって、この毎年の

数時間がとても貴重な時間なのです。そしてこれも恒例

ですが、予定されていた時間を大幅に延長してやり取り

～教役者家族退修会～

 連合で楽しかったこと、ファミリーキャンプ (洞爺湖畔 )

でのバーベキュー・全国壮年大会・札幌での焼きいかは美

味でした。牧師セミナーで説教演習後のバイキングに大満

足 (大滝村 )。?……食べることばかりですね。

 ４月より神奈川の逗子第一バプテスト教会での牧会が始

まります。お祈り下さい。

 これまでの温かいお交わりをありがとうございました。

兄弟姉妹が共にいることの幸いと、皆様の善き尊いお働き

の幸い多きを祈ります (詩篇１３３篇１節 )。在主

                        。　　　　　(２．２４　記す )
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ム、ジェスチャーゲーム、聖書早開きなどで大いに盛り上がり

ましたし、赤レンガ倉庫を散策して函館を満喫したほか、函館

名物のラッキーピエロに入ったり（帯広組は合計三回）、帰っ

てきたあとは日高先生伝授のタイ式マッサージでリフレッシュ

等々。また、「隣人に出会う旅」の報告会ではそれぞれの旅で

与えられた恵みに思いを馳せることができ感謝でした。

　「この三日間で美味しくいただいて余ったパン屑を、籠いっ

ぱいに持ち帰って、お腹が空いたときまた食べようよ。教会の

人や、まわりにお腹が空いている人がいれば、分けてあげましょ

う」（派遣礼拝より）私にとっては最後の修養会となりましたが、

とても祝福された三日間でした。" パン " を提供してくださっ

た各教会、連合、函館教会の皆様、参加者・先生方・スタッフ

の方々、そして主に心から感謝します。一人一人が持ち帰った

パン屑を通して一人でも多くの人がお腹いっぱいになれますよ

うに。コップンカー（ありがとう）！

                                      文責：川嶋ほさな

　連合青年会は３月２１（金）～２２（土）、札幌教会を

会場に修養会を持ちました。今回の講師は日高龍子牧師（平

岡ジョイフル）で、テーマは「伝道」ということで有意義

な時を持ちました。参加者は青年９名、他２名（計１１名）

でした。

　　　　　　   　    武田 増満（リビングホープ教会）

　3 月 26 日（水）から 28 日（金）まで函館教会を会場に少年

少女春の修養会が行われました。今回のテーマは「世界宣教

～パン屑を集める働き」（ヨハネ 6:13）、講師は日高龍子牧師

で全道から 17 名の少年少女と 13 名のスタッフが参加しまし

た。

　講演の内容は、日高先生がこれまで宣教師として携わって

こられたタイ宣教のお話でした。児童福祉施設やバイブルキャ

ンプでは、現場で奉仕されている方、また見えない所で奉仕

されている方、と様々な方が奉仕されていますが、皆さんイ

エスさまから思いを与えられてとても喜びながら奉仕をされ

ている方々です。お話の中では、そうしたお働きにある兄弟

姉妹を「五つのパンと二匹の魚」でパンを差し出した少年と

照らし合わせ、私たちも人々の声に耳を傾け（痛みの共有）、

憐れみの心をもって自分を差し出したいね、というメッセー

ジをいただきました。小さなものでも、その気持ちを喜んで

さらに大きく用いてくださるのがイエスさまです。分団でも

「共有の大切さを感じた」「自分も何か差し出したい」といっ

た感想が多かったです。個人的には、日高先生がおっしゃっ

た「あ♪今イエスさまに思いを与えられたかも、と思ったら

躊躇せずに素直に応答してみよう」という言葉が心に響きま

した。

　そして、今回も豪華なプログラムでした。元気な賛美、美

味しいお食事、絶えない笑顔、素晴らしい出会い＆交流の数々。

昨年に引き続き設けられた「少年少女の時間」では伝言ゲー

●少年少女春の修養会

●連合青年会の修養会

がなされます。内容は極秘ですので、私たちにも明かされ

ませんが、きっと豊かな時間なのでしょう。戻って来た方々

の顔を見れば一目瞭然です (笑 )

　そのように、そこに集う一人ひとりにとって大切な時間

となっています。連合の皆様と神様とに、心よりの感謝

を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　   　（文責：石橋大輔）
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いつも連合のためにお祈りとお支えを心から感謝いたします。以下のように 2014 年度定期総会

を招集いたします。祈りつつご準備ください。なお、代議員登録その他の詳細は別紙にてご確認

ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連合会長　西島　啓喜

　　日　　時　2014 年 4 月 29 日（火）9:30 ～ 15:30

　　会　　場　札幌バプテスト教会・礼拝堂

　　総会牧師　佐々木　俊一　牧師

　　議 長 団　議長　田森　茂基　氏　、副議長　小林　俊一　氏

　　代 議 員　各教会３名以内（連合規約１２条）

　　旅費補助　代議員の旅費を補助します。宿泊費補助の対象は、函館、函館美原、釧路、帯広、

　　　　　　　連合役員、議長・副議長です。

　　議　　案　① 連合副会長交代の経過報告

　　　　　　　② 2013 年度活動報告

　　　　　　　③ 2013 年度決算報告および監査報告

　　　　　　　④ 2014 年度活動計画

　　　　　　　⑤ 2014 年度予算

　　　　　　　⑥ 2015 ～ 2016 年度連合役員改選

　　　　　　　⑦ 2015 年度定期総会日程および会場

　　　　　　　⑧ 次期総会役員選出

　　　　　　　⑨ その他

　　教勢報告　各教会２０部印刷して総会当日ご持参ください。当日、冊子にして各教会に配布

　　　　　　　させていただきます。総会に欠席される場合は、4月２６日（土）までに書記（田

　　　　　　　代・苫小牧　教会）　まで、教勢報告をご送付ください。「主な行事」は、その教

　　　　　　　会独自のプログラムなど、連合の諸教会で分かち合いたいと思われる行事などを

　　　　　　　お書きください。「祈りの課題」は、与えられた幻や取り組みなどをご自由にご

　　　　　　　記入いただき、連合諸教会で分かち合っていきたいと思います。

※本年は議事に先立ち、各会の総会時間を確保しました。

ぜひこの時間から出席をお願い致します。

♪連合総会プログラム♪ 

    

　２０１４年　北海道バプテスト連合

定期総会案内

～  議事２（計画）

　9時半 ～  各会

 10 時半 ～  開会礼拝

 11 時   ～  議事１（報告）

 12 時半 ～  昼食

 13:15

 15 時   ～  閉会礼拝


